
為替週間展望＝ドル円は徐々に上値を追う展開か

　　　　　　　　　　［１１月１５日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    11 月 8 日～ 11 月 12 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  113.44   114.30(12)    112.73( 9)    114.23   +0.82

ユーロ・ドル  1.1553   1.1608( 9)    1.1436(12)    1.1442   -0.0125

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    29,609.97       -1.60     日本10年債利回り   0.076   +0.016

ダウ平均株価    35,921.23     -406.72     米10年債利回り     1.549   +0.098

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

１５日　日本第３四半期国内総生産（ＧＤＰ）１次速報

　　　　英１１月ライトムーブ住宅価格

　　　　中国１０月小売売上高、中国１０月鉱工業生産指数

　　　　日本９月鉱工業生産指数

　　　　ユーロ圏９月貿易収支

　　　　カナダ９月製造業出荷

　　　　米１１月ＮＹ連銀製造業景気指数

　　　　カナダ９月卸売売上高

１６日　英１０月雇用統計

　　　　ユーロ圏第３四半期域内総生産（ＧＤＰ）確報値

　　　　米１０月小売売上高、米１０月輸入価格指数

　　　　米１０月鉱工業生産・設備稼働率

　　　　米９月対米証券投資

１７日　ＮＺ第３四半期生産者物価指数

　　　　日本１０月貿易収支

　　　　日本９月機械受注高

　　　　英１０月消費者物価指数、英１０月生産者物価指数、英１０月小売物価指数

　　　　ユーロ圏１０月消費者物価指数確報値

　　　　米１０月住宅着工・建設許可件数

　　　　カナダ１０月消費者物価指数

１８日　米新規失業保険申請件数

　　　　米１１月フィラデルフィア連銀景況指数

　　　　米１０月景気先行指数

１９日　日本１０月消費者物価指数

　　　　独１０月生産者物価指数

　　　　英１０月小売売上高

　　　　ユーロ圏９月経常収支

　　　　カナダ９月小売売上高

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】ＦＯＭＣではテーパリング開始は決定したものの、利上げ時期のヒ

ントはなく、ドル円を方向付けるような内容とはならなかった。今後は米経済指標の動

向や日米の株価の動きがドル円の動きに影響を与える要因となり、そうした中、ドル円

は１１３～１１４円台でのレンジ相場が継続するとした。

　　　　

【米消費者物価指数を受けてドル高基調へ転換】

　１１月２～３日に開催された米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）で、量的緩和の縮小
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（テーパリング）を決定した後に米長期金利は低下傾向を見せて、９日に米１０年債利

回りは一時１．４１％台まで低下した。ドル円は一時１１２．７３近辺まで下落した。

　　

　米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）の次期議長候補として名前が上がっているハト派的

とされるブレイナード理事がバイデン米大統領と面談を行ったとの報道も米長期金利の

低下の一因との見方も広がった。

　　

　４日に英中銀（ＢＯＥ）は政策金利の据え置きを決めた。利上げの可能性もかなり高

いとみられている中、英金融政策委員会（ＭＰＣ）の９名中７名が据え置きに賛成して

おり、据え置きとなるにしてももっと僅差で据え置きになるとみられていただけに、英

長期金利の低下とともにポンドが急落した。日本以外の主要国が量的緩和の縮小や停止

など金融正常化へ向かう中、市場の早期利上げ期待に水を差す格好となった。

　　

　ただ、こうした米長期金利の低下やドル売りの動きは１０日に一変する。この日発表

された１０月の米消費者物価指数は前月比＋０．９％、前年比＋６．２％とそれぞれ事

前予想（前月比＋０．６％、前年比＋５．９％）を上回った。コア指数は前月比＋０．

６％、前年比＋４．６％となり、こちらも事前予想（前月比＋０．４％、前年比＋４．

３％）を上回った。

　　

　前年比＋６．２％の上昇率は３１年ぶりの高水準となった。こうした状況から、ＦＲ

Ｂが主張している「インフレは一時的」との見解を維持するのが難しくなり、早期に利

上げに動くと見方から、前日９日に１．４４％台だった米１０年債利回りは一気に１．

５８％台まで上昇した。ドル円は１１３円台前半から１１４円台前半まで大きく上昇し

た。

　　

　インフレ警戒感を背景とした米長期金利の上昇傾向やドル高の地合いはしばらく継続

するとみられる。ドル円は１１４円近辺での振幅を見せながら、徐々に上値を追う展開

となり一段高を試すこととなりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１１３．００～

１１５．００円。

　　

　今後の日米の経済指標やイベントとしては、１５日に日本第３四半期国内総生産（Ｇ

ＤＰ）１次速報、日本９月鉱工業生産指数、米１１月ＮＹ連銀製造業景気指数、１６日

に米１０月小売売上高、米１０月輸入価格指数、米１０月鉱工業生産・設備稼働率、米

９月対米証券投資、１７日に日本１０月貿易収支、日本９月機械受注高、米１０月住宅

着工・建設許可件数、１８日に米新規失業保険申請件数、米１１月フィラデルフィア連

銀景況指数、米１０月景気先行指数、１９日に日本１０月消費者物価指数などがある。

　　

【ユーロドルは下値を探る展開か】

　１０日の米消費者物価指数が予想を上回ったことを受けて、ドル買いの動きとなっ

て、ユーロドルは１．１６ドル手前から大きく値を崩して１．１５ドルを割り込んだ。

１１日以降も軟調な流れが継続している。

　　

　１１日に発表された欧州中央銀行（ＥＣＢ）経済報告によると、「短期的には、供給

ボトルネックとエネルギー価格上昇が、回復のペースとインフレの見通しに対する主要

なリスク」「ユーロ圏経済は勢いはある程度緩和されたが、引き続き力強く回復」との

見解を示した。さらに「現状の高インフレ局面は当初予想よりも長引く可能性も、来年

中には低下と予想」しており、ＥＣＢもインフレに対して、来年には低下に向かうとの

見方を示している。

　　

　ユーロドルは１．１６手前を中心とするもみ合いが続いた後に大きく値を崩してい

る。レンジ内でのもみ合い後にレンジから下放れした格好となっている。ボリンジャー

バンドのバンド幅が収縮した後に拡大に転じており、バンド幅を広げながら下値を探る

展開となりそうだ。ユーロドルの目先の予想レンジは１．１３００～１．１６００ド

ル。

　　

　日米以外の今後の経済指標やイベントは、１５日に英１１月ライトムーブ住宅価格、

中国１０月小売売上高、中国１０月鉱工業生産指数、ユーロ圏９月貿易収支、カナダ９

月製造業出荷、カナダ９月卸売売上高、１６日に英１０月雇用統計、ユーロ圏第３四半



期域内総生産（ＧＤＰ）確報値、１７日にＮＺ第３四半期生産者物価指数、英１０月消

費者物価指数、英１０月生産者物価指数、英１０月小売物価指数、ユーロ圏１０月消費

者物価指数確報値、カナダ１０月消費者物価指数、１９日に独１０月生産者物価指数、

英１０月小売売上高、ユーロ圏９月経常収支、カナダ９月小売売上高などがある。
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